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■□　自社でできる設備保全技術研修　□■

ねらい
　生産活動に欠かせない機械設備を安心して使えるよう
に維持するには、点検箇所をはじめ交換のタイミング、
潤滑や締結などに対する正しい知識と技能が求められ
る。そのため、工具の使い方等、基礎的な要素を学んだ
上で、実機での実践教育を行い、トラブル（故障）を避
けるための保守、点検、予防方法を学び、ゼロ故障管理
を習得する。更に、グループワークや議論することで、
保全士同士の交流を図る。

めざすところ
　　設備が壊れてからでは遅い
　　　壊れる前に直せる保全士
受講資格：保全業務経験者とする。
　　　　　ただし、経験年数は問わない。
会　　場：高度ポリテクセンター
　　　　　（千葉市美浜区若葉3-1-2）
定　　員：20名（最少催行人数：10名）
受 講 料：154,000円（税込み）／名
申込み〆切り：４月17日（金）
日　程（予定）：

開　催　日 内　　容

第１回  5/20（水）−21（木） 締結

第２回  6/10（水）−11（木） 電動機周りのメンテナンス方法

第３回  7/ 8（水）− 9（木） 空気圧装置のメンテナンス方法

第４回  9/ 9（水）−10（木） 油圧装置のメンテナンス方法

第５回 10/ 7（水）− 8（木） 生産現場に必要な管理手法

詳細は当協会HP（https://www.jfa-tanzo.jp）をご覧くだ
さい。

 令和７年度工場見学会を開催 

　去る３月２日（火）－３日（水）に、令和７年度工場

見学会を開催しました。見学先は、株式会社近江

鍛工株式会社 信楽工場（滋賀県甲賀市）、株式会社

ゴーシュー（滋賀県湖南市）、株式会社ISS山崎機

械（滋賀県湖南市）で、27社38名が参加しました。

　また、３月２日は工場見学後、琵琶湖ホテルに

おいて交流会を開催しました。見学を受け入れて

いただきました企業様、当日お世話になりました

ご担当者様に改めて御礼申しあげます。

　工場見学会の詳細は、広報誌JFA94号（４月）

に掲載予定です。

第２弾
令和７年度人材育成事業
受講生募集のご案内

MANYO

Tel 06-6458-0481

ビレットシャー　30TON～1300TON

フォージングロール　FR120～FR960

プレス　50TON～3000TON

アプセッター　200TON～2300TON
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会期：４月15日（水）〜 17日（金）
会場：インテックス大阪

特別協力　鍛造加工技術フェア

INTERMOLD2026/金型展2026/金属プレス加工技術
展2026に、特別協力「鍛造加工技術フェア」として、下
記企業が出展します。

 出展企業　11社 

近江鍛工株式会社　　　東邦工機株式会社
岡田工業株式会社　　　東洋鍛工株式会社
阪村精圧株式会社　　　株式会社峰山鉄工所
知多工業株式会社　　　株式会社ミヤジマ
東福鍛工株式会社
株式会社丸富五十嵐製作所
KAKUTAテックフォージング株式会社

また、一般社団法人日本金型工業会内の組織である
「かながた小町」と共に、女性社員を対象としたパネル
ディスカッションを予定しています。

ぜひこの機会にご来場ください。
　『どうしたらいい？
　　男女が一緒に働く現場のリアル』

■登壇者：
モデレーター：
　・株式会社　阪村エンジニアリング
　　　代表取締役社長　　　松井 大介 氏
パネラー：
　・東福鍛工株式会社
　　　代表取締役副社長　　田中 君枝 氏
　・東邦工機株式会社
　　　技術部　鍛造技術課　乾井 彩香 氏
　・株式会社MEISEI
　　　代表取締役社長　　　渡邊 裕子 氏
　・株式会社ヤマナカゴーキン
　　　　　　　　　　　　　山中 春佳 氏

■日　時：４月15日（水）14：00－15：00
■内　容：

男性が主流であった製造現場に近年では女性雇用
の推進が進んでいます。女性の活躍は望ましいこと
ではあるが、一方で、男女が共に働く中で生まれる
悩みや戸惑い。本ディスカッションでは、女性・男
性・経営側それぞれの立場から現場のリアルと向き
合います。

◆令和７年度鍛造マネージャー育成塾コース
　「科目12 工場管理」実施

去る２月26日（木）－27日（金）ウインクあいち及び
新東工業株式会社 幸田事業所において、２日間実
施しました。

工場の管理監督者として安全や健康に配慮出来る
視野を持つことを目的として、日常的な安全管理の
事例やグループ演習を行いました。また、トヨタ生
産方式を通した改善の進め方の講義を行い、効率的
な工場管理手法を学びました。

２日目の午後に、新東工業株式会社 幸田事業
所 環境テクノロジーセンタ－を訪問しました。工
業製品現場で発生する事故や粉塵火災を、集塵装置
などを例に、工場内で働く人の健康や、安心安全な
環境管理の重要性を学びました。

◆令和７年度鍛工品製造業実践型人材養成コース
　「教科10 熱処理、教科11 生産管理」実施

１月27日（火）－28日（水）に名古屋国際センター
（愛知県名古屋市）において、２日間実施しまし
た。

１日目の「生産管理」の講義では、生産管理に必
要 な4M（Man人・Machine設 備・Material材 料・
Method方法）から、需要予測、生産計画、工程管
理、設備投資、かんばん方式、稼働率と可動率につ
いての考え方を学びました。

工程管理では、ワークがありグループ毎に相談し
ながら真剣に議論している様子がみられ、実際に作
業手順書へ書き込むことで、いかに現場で簡潔に間
違いなく「品質」「安全」の急所を含めた作業手順
を共有するかを習得する機会を持つことができまし
た。加えて、作業手順書に沿って円筒品の制作を
チーム毎に取り組み、品質向上や原価や時間の無駄
を軽減するために自ら考えるワークとなりました。

２日目の「熱処理」の講義では、熱処理は、状態
図や用語が難解といわれていますが、本講座では基
礎となる“鋼”についてから講義が始まり、これか
ら熱処理を学びたい方におすすめの講座です。

講義が展開されるにつれ、鋼の組織と変態、状態
図の読み方や解釈とともに、「なぜ、熱処理をする
のか？」「なぜ、この温度で加熱が必要なのか？ま
たは、冷却や急冷が必要なのか？」といった熱処理
における原理原則を深く理解することができる内容
でした。

また、実際の現場で行われている設備や加工を画
像や動画で見ることができ、テキストだけではイ
メージが湧きにくい焼入焼戻し加工も得心できるい
い機会となりました。

人材育成事業報告
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市場調査委員会報告 ◆◇◆◇◆◇◆◇◆
受注見通し調査結果

（令和８年１月－３月期）
■調査対象企業数　143社
■回答社数　　　　 35社（回答率24％）

◯自動車向け◯
 ★横ばい：９社

【増加】（対前年同期比、以下同様）� 12 （社）
5%
未満 5-9% 10-

14%
15-
19%

20-
24%

25-
29%

30%
以上

型　鍛　造 4 4 − − 2 − －

自 由 鍛 造 − − − − − − −

リング鍛造 − − − − − − −

併　　　業 2 − − − − − −

合　　　計 6 4 − − 2 − −

要因：・主要取引先の需要増加
　　　・新規立上げ品の受注安定
　　　・前年が低調だったため、元に戻る
　　　・‌�自動車メーカー及び自動車部品メーカー向け堅

調
　　　・海外向けKD部分需要増
　　　・‌�マニュアルトランスミッション部品堅調（世界

的に需要あり）

【減少】（対前年同期比、以下同様）� ７ （社）
5%
未満 5-9% 10-

14%
15-
19%

20-
24%

25-
29%

30%
以上

型　鍛　造 1 3 − − − − 1

自 由 鍛 造 − 1 − − − − −

リング鍛造 1 − − − − − −

併　　　業 − − − − − − −

合　　　計 2 4 − − − − 1

要因：・米国関税の駆け込み需要の影響
　　　・半導体不足による生産調整、需要減
　　　・顧客のライン停止に伴い減少した
　　　・受注部品の納入終了により前年比減となった
　　　・工具鋼の減少のため
　　　・‌�エンジン部品の生産終了に向けた減産と海外拠

点への生産移管

◯産業機械・土木建設機械向け◯
 ★横ばい：10社

【増加】� ８ （社）
5%
未満 5-9% 10-

14%
15-
19%

20-
24%

25-
29%

30%
以上

型　鍛　造 − 2 2 1 1 1 −

自 由 鍛 造 − − − − − − −

リング鍛造 − 1 − − − − −

併　　　業 − − − − − − −

合　　　計 − 3 2 1 1 1 −

要因：・顧客の増産傾向による
　　　・土木建機向け部品の受注が増加
　　　・在庫調整一巡による需要回復
　　　・北米・欧州向け増

【減少】� ９ （社）
5%
未満 5-9% 10-

14%
15-
19%

20-
24%

25-
29%

30%
以上

型　鍛　造 − − 2 − 1 − 2

自 由 鍛 造 − − 1 − − − 1

リング鍛造 − − − − − − 1

併　　　業 − 1 − − − − −

合　　　計 − 1 3 − 1 − 4

要因：・海外石炭価格下落のため
　　　・マイニング関連の大型建機が減少
　　　・海外向け産業機械が不調
　　　・工作機械向け主軸の減少
　　　・顧客の需要変動のため
　　　・中国、東南アジアの需要が減少

◯輸送機械向け需要量◯
 ★横ばい：８社

【増加】� ５ （社）
5%
未満 5-9% 10-

14%
15-
19%

20-
24%

25-
29%

30%
以上

型　鍛　造 2 − − 1 − − −

自 由 鍛 造 − 1 − − − − −

リング鍛造 − 1 − − − − −

併　　　業 − − − − − − −

合　　　計 2 2 − 1 − − −

要因：・米国向け需要回復
　　　・‌�造船関連の数量は増加傾向。ただし、価格面で

厳しく一部海外に移行
　　　・‌�国産メーカーの強みとして排ガス規制クリアの

ため世界的に堅調
【減少】� ４ （社）

5%
未満 5-9% 10-

14%
15-
19%

20-
24%

25-
29%

30%
以上

型　鍛　造 2 1 − − − − 1

自 由 鍛 造 − − − − − − −

リング鍛造 − − − − − − −

併　　　業 − − − − − − −

合　　　計 2 1 − − − − 1

要因：・米国関税、半導体不足による生産調整のため
　　　・国内向けの減少
　　　・トラック関係のスポット要求がなくなった
　　　・官需向けの減少

◯その他向け◯
 ★横ばい：11社

【増加】� ８ （社）
5%
未満 5-9% 10-

14%
15-
19%

20-
24%

25-
29%

30%
以上

型　鍛　造 2 1 1 − 1 1 −

自 由 鍛 造 − 1 − − − − −

リング鍛造 − − − − − − −

併　　　業 − 1 − − − − −

合　　　計 2 3 1 − 1 1 −

要因：・船舶需要の増加
　　　・海外向け鉄道軌道部品の増加

【減少】� ６ （社）
5%
未満 5-9% 10-

14%
15-
19%

20-
24%

25-
29%

30%
以上

型　鍛　造 3 3 − − − − 3

自 由 鍛 造 − − − − − − 1

リング鍛造 − − − − − − −

併　　　業 2 − − − − − −

合　　　計 5 3 − − − − 4

要因：・半導体製造装置関連は中国景気悪化により低調
　　　・‌�軸受け関連は建機関連の減少等の理由により各

メーカー減少
　　　・吊り具関連部品が前年より減少
　　　・半導体関連回復の遅れ


